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　この『来・ぶらり』の創刊号は 1989（平成元）年 11

月に発行されたが、本学の創立 350周年記念事業の一

環として瀬田学舎に理工学部と社会学部が開設され、瀬

田図書館ができた年であった。

　当時の岸田理・図書館長は、巻頭言の「創刊にあたっ

て」で次のように述べておられる。

　「古い歴史と伝統を持つ図書館にかつてこのようなも

のが存在しなかったこと自体、驚きでもあるが、ともか

く喜ばしい限りである。この館報はあくまでも学生諸君

向きのＰＲ誌であり、図書館員全体が衆知を集めてその

編集に取り組むつもりであるが、学生諸君の側でもよい

アイディアがあれば、どしどし提出ねがいたい。文字通

り龍大人全体による良き図書館報となるために。」

　以来、年２回の発行を重ねて 22年目で第 43号になっ

たが、「龍大人全体による良き図書館報」を目指して教

員と職員そして学生が協働して、多くの有益な提言や情

報提供を行ってきた。本学図書館のホームページにも掲

載されているので、ぜひ読んでいただきたい。

　本学に「古い歴史と伝統を持つ図書館」があることは

よく知られており、誇りにすべきことである。この『来・

ぶらり』にも「龍谷大学図書館の歴史」が８回にわたっ

て連載されているが、1639（寛永16）年に本学が浄土真

宗本願寺派学寮として創設されて 10年後に、図書数十

部の寄贈があったのが本学の図書館の源のようである。

　その後 360余年にわたって、図書の収集・整理・保存、

目録の作成、業務組織の整備、閲覧・貸出サービスの

拡充、書庫・図書館の建設・改修などが鋭意進められ、

大宮・深草・瀬田の３図書館がそれぞれの個性ある隆盛

を見るに至っている。

　大宮図書館には類聚古集（国宝）・写字台文庫・大谷

探検隊将来西域資料など、深草図書館には長尾文庫・花

岡文庫などの貴重な図書・資料が所蔵されており、瀬田

図書館では自動化書庫など最先端のサービスを行ってい

る。各館とも視聴覚資料の集積、所蔵図書・資料のデジ

タル化、電子ジャーナルや学術データベースの導入など

が着々と進められ、蔵書数は、大宮が 68万冊、深草が

86万冊、瀬田が 36万冊で全体では 190万冊を数えて

いる。

　本年度から仏教総合博物館「龍谷ミュージアム」が開

設されたが、今、龍大図書館も大きな時代の変化の渦

中にある。「紙と印刷」から「DVDや電子」の時代へ、「活

字離れ」と IT化、図書館の多機能化、「蔵書楼」よりも「学

術情報公開センター」へ、インターネットやオープンア

クセスの普及、電子図書館の試行・・・。

　こうした中で、先人の本学図書館に賭けた思い・熱意

を尊重しつつ、教員と職員と学生の三位一体によって、

このネットワーク情報社会に対処していきたいと考える

昨今である。　

　この『来・ぶらり』が、今後ともおたがいの連携のひ

とつの縁になることを願っている。

時代の変化の中の龍大図書館

龍谷大学図書館長  小島　勝
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学生に薦めたい

この  冊1

　本書は、ハワード・ジンの『民衆のアメリカ史』をレベッカ・ステフォフが若
者向けに編集したものである。上下2巻併せても382頁なので、鳥見氏のス
ピード感溢れる小気味よい訳も手伝って1日で読了できるだろう。読後には、
ほとんどの人がアメリカの見方を根底から変えさせられるのではないか。目か
らウロコの落ちる思いを何度も味わうに違いない。本書では1492年のコロン
ブスのアメリカ発見から、2006年の中間選挙における民主党の勝利までが語
られている。本書は大半の歴史書と違って、有色人種や女性、労働者や貧困層
の立場から，体制に抵抗する人々の姿を生き生きと描き出しており、アメリ
カって本当はこんな国だったのだと思わず納得するに違いない。この本を読め
ば、アメリカの歴史のみならず、なぜアメリカが湾岸戦争を引き起こし、アフガ
ン等の他国に介入するのかといったことや、世界情勢までもが自ずと理解でき
るようになるだろう。

文学部教授
高橋 勇二

『学校では教えてくれない本当の
アメリカの歴史（上）（下）』

ハワード・ジン著
R．ステフォフ編著
鳥見真生訳
あすなろ書房　2009年

深草図書館 新館閉架
２５３／シハカ-Ｂ／１～２
資料番号　10900019607
　　　　　10900019618

  Last December I was looking for a Christmas present for my junior high school son. He, 
knowing how skeptical I am about all these modern electronic gadgets (i-Pads, Playstations and 
so on), himself suggested a book. But it ought to be the book I wanted HIM to read, he said. In 
fact there is such a book (and, luckily, I found its Japanese translation in a nearby bookstore). “Il 
nome della rosa” (the name of the rose) by Umberto Eco. Imagine a fourteenth century 
monastery run by Benedictine monks, with cellarists, herbalists, gardeners, novices. In a 
Conan-Doyle like scenario, one after another half a dozen of them have been murdered in the 
most bizarre ways. And a medieval Sherlock Holmes arrives to solve the mystery. His pursuit of 
an apocalyptic pattern of deaths, the perverse or maybe rather rational plan behind the murders 
leads a reader through the labyrinth of words, symbols and ideas that actually address our 
modern problems. Intolerance, limiting access to information for others, inability to admit own 
failure, greed and corruption, shallowness of a public discussion, prosecutors fabricating their 
evidence – it sounds almost l ike our last year in news. A book that kills, books forbidden by a 
single person discretionary power, love and affection and finally the fire that destroys the entire 
monastery.... But there is also a glimpse of hope. 30 years ago, Umberto Eco wrote a novel – 
his first – and it became a literary event establishing his place in Europe’ s mainstream literature. 
And most of all, it has been enjoyable even now.

経済学部教授
Krawczyk
Mariusz
Konrad

『薔薇の名前（上）（下）』

ウンベルト・エーコ著
河島英昭訳
東京創元社　1990年

深草図書館 本館開架
９７３／エウハ／１～２
資料番号　19610015994
　　　　　19610016005

瀬田図書館 本館 B１開架
９７３／エウハ／１～２
資料番号　39400026702
　　　　　39400026713　　　

　タイトルはやや挑発的であるが、今後の企業のあり方を考える上で読者に
多くの示唆を与える内容となっている。この一見、軽く読めそうな本の根底に
は、「現実とは遊離したモデル遊び」に陥りがちな学問のあり方に対する鋭い
批判が存在しており、アメリカや日本で盛んに研究が進められた「コーポレー
ト・ガバナンス (企業統治 )」論の不毛さも指摘している。
　また、この本は、経営学や経営組織論の入門書としてもよく書かれており、
最近、施行された会社法や、経営学の古典などの研究もきちんと紹介しなが
ら、アメリカ型企業経営の強制的な同型化に強い疑問を投げかけ、ドイツなど
を含めた多様な企業経営のあり方を考えさせる構成となっている。新入生だ
けではなく、これから就職活動を行おうとしている学生諸君にも是非一読され
ることをお薦めしたい。

経営学部教授
三谷　進

高橋伸夫著
筑摩書房　2010年

深草図書館 軽読書コーナー
０８１/チクマ/８７５
資料番号　11000037281

瀬田図書館 本館Ｂ１ 文庫本コーナー
０８１/チクマ/８７５
資料番号　31000043341

　水仙、椿、梅、薔薇、百合…。この本は、フランス文学者・小説家の著者が25

の花にまつわるさまざまな事柄を、それぞれ短く、そして印象深く記したもの
です。花は古今東西で芸術や文学の題材とされるとともに、さまざまな学問分
野で研究対象とされてきた長い歴史があります。澁澤は自らの「知」の棚から、
それぞれの花にまつわるエピソードを取り出して私達に示しています。薔薇の
項では、西洋の薔薇に言及した後、蕪村の句を引用し、酒井抱一の描いた薔薇
に言及するといった具合です。本書の大きな魅力は、澁澤の文章のほかに、何
といっても、ふんだんに盛り込まれた図版の美しさにあります。細密に描かれ
たカラー図版は、見ているだけで読者をさまざまな空想の世界へと誘います。
　このように美しい本が図書館の書架の片隅に静かに眠っていることを知れ
ば、あなたは、図書館を探訪して１冊の本を発見する楽しさをも同時に知るこ
ととなるでしょう。

法学部教授
神吉 正三

『フローラ逍遥』
（平凡社ライブラリー：166）

澁澤龍彦著
平凡社　1996年

深草図書館 軽読書コーナー
０８１／ヘイホ／１６６
資料番号　19610030856

大宮図書館 ２Ｆ開架
０８１／HEI ／１６６
資料番号　20505035635

『ダメになる会社
―企業はなぜ転落するのか？―』
（ちくま新書：875）
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　ドイツの最近の再生可能エネルギーの状況を、これほど多面的に掘り下げ
て書いた図書はなかったように思う。著者は工学系の元大学教員であるが、多
くの取材訪問を重ね、進展するドイツの再生可能エネルギーの実態を、技術的
な面に加えて国の施策、制度、地域、市民、企業の動向などの面からも詳しく
述べている。図表、データが多く、実態を知るのに非常に参考になる。そこに
は、地球環境をみすえた国の施策、それに基づいて市民、地域がダイナミック
に活動するさまが書かれてある。昨今、地球環境問題が深刻さを増す中、国益
重視の内向する動きが強くなっているが、著者はドイツの動きに人類の希望を
みていると思う。著者は地球環境問題の解決に、市民参加と地域主導が重要
であることを強調している。政治への信頼、市民の自律ということも考えさせ
られる本である。一読を薦めたい。

理工学部教授
占部 武生

瀬田図書館 本館２階開架
５０１．６／ワタヒ
資料番号　30805034666

『飛躍するドイツの再生可能エネルギー
―地球温暖化防止と接続可能社会構築をめざして―』

和田武著
世界思想社　2008年

　Mr.Childrenの「GIFT」という曲のなかに次のような歌詞がある。「『本当の
自分』を見つけたいって言うけど /『生まれた意味』を知りたいって言うけど /僕
の両手がそれを渡す時 / ふと謎が解けるといいな / 受け取ってくれるかな」。
「本当の自分」「生まれた意味」という幸せの根本が、他者との関係のなかで与
えられるというのである。本書の主張も、この曲の歌詞と重なっている。「私た
ちがハッピィに感じるのは、どのようなときだろうか」という問いに、筆者は「他
人とのすばらしい関係性が成立したときではないか」と述べる。そのような「人
間の関係性」、その基本は身近な組織であるコミュニティにある。本書では、日
本人に長年愛されてきた漫画『サザエさん』のエピソードを引きながら、コミュ
ニティの歴史や課題、コミュニティを支える原理を、具体的な事例をもとに明
らかにしていく。地域社会や「まちづくり」に関心のある諸君にぜひ読んでもら
いたいと思う。

社会学部教授
脇田 健一

『「サザエさん的」コミュニティの法則』
（生活人新書）

鳥越皓之著
日本放送出版協会　2008年

深草図書館 新館閉架
146.8 ／フウイ－S
資料番号 11000054180

瀬田図書館 本館 B1開架
146.8 ／フウイ
資料番号 31000054754

　周知の通り、日本は世界で最も少子高齢社会が進行している国であり、将来
経済的困難が強まると予想される。その結果として、現状の生活水準の維持す
ら不可能となり、さらには、平均寿命も低下するであろうと言われている。これ
から日本の未来を背負っている皆さんにとって避けることのできない重大な
問題であろう。その一つの有力な解決策としては外国人労働者のさらなる受
け入れが注目されている。しかし、それには多くの社会的コストがかかるであ
ろうと予測されるが、移民の受け入れおよび包摂政策が遅々として進んでい
ない。
　こういった問題に対し、この本は現在における新来外国人労働者（ニューカ
マー）の置かれた環境や問題への取り組みを具体的に詳しく述べられており、
重要な示唆を含んでいる。外国人受け入れに賛成か反対かに関わらず、皆さ
んにこの本を読んで日本の将来を考えてほしい。

国際文化学部
准教授
Carlos
Maria
Reinaruth
Desiderio

深草図書館 本館開架
３０８／リュウ／１０
資料番号　11000033674
　大宮図書館 ２Ｆ開架
081／ＲＹＵ／１０
資料番号　21000006638
　瀬田図書館 本館１階開架
３３４．４１／カツモ
資料番号　31000031233

『もっと知ろう！！ わたしたちの隣人
―ニューカマー外国人と日本社会―』
(龍谷大学国際社会文化研究所叢書:10)

加藤剛編
世界思想社　2010年

　歴史家が童話を一生懸命研究するなんて・・・　それもあのグリム童話の
有名な「ハーメルンの笛吹き男」という都市伝説を。著名な歴史学者である著
者は、古文書の解読中にこの伝説が1284年6月26日に中世都市のハーメル
ンで実際に起こった130人の若者の失踪事件から始まったことを偶然に知っ
て茫然とします。その時から探偵のようになってしまった著者は、この事件を調
べる過程で中世ドイツの都市の特徴や、都市における人々の生活の実態など
さまざまなことを分析し、そこから生き生きと中世の世界を描き出すことにな
ります。また事実であった若者の大量失踪がさまざまに変容して、なぜあのよ
うな都市伝説となったのかを分析して、当時のドイツがどのような国・社会で
あったのかを解明します。この本は、一見無味乾燥にも見える研究が、実は驚
きと素晴らしい喜びを与えてくれるものであることを、楽しみながら考えさせ
てくれるお薦めの一冊です。

政策学部教授
富野暉一郎

深草図書館 本館開架
３８８．３４／アキハ
資料番号 18741325690

瀬田図書館 本館１階開架
３８８．３４／アキハ
資料番号 39300121853

『ハーメルンの笛吹き男
―伝説とその世界―』

阿部謹也著
筑摩書房　1988年

　フランクルの著書では、第2次世界大戦終了後に書かれたナチスの強制収容
所における体験記録『夜と霧』が有名である。既に読んで影響を受けた人も多い
であろう。本書は戦後30年程して書かれたものである。私たちの生きている現
代社会は、表面的な豊かさを求め自由に満ちてはいるが、どこか閉塞感から抜
け出せない「むなしさ」を感じる社会でもある。「どう生きるべきか」「どう生きた
らよいのか」と、生きる意味の問いに悩み苦しんでいる人は多いのではないだ
ろうか。この本を薦めるのは、若者から高齢者まで人々が抱える様々な心の問
題について正面から向き合い、人生とは何か、私たちが生きている時間という
ものをどのように考えたらよいのか、生きることの本質について深い示唆を与
えてくれるからである。彼の語る言葉のなかには、私たちに生きる勇気とエネル
ギーを与えてくれる何かがある。読み進むなか、そういう言葉に出あえる楽しみ
がある。

短期大学部
准教授
川﨑 昭博

『「生きる意味」を求めて』
（フランクル・コレクション 4）

ヴィクトール・エミール・
フランクル著
諸富祥彦監訳　
上嶋洋一 松岡世利子 訳
春秋社　1999年
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利 用 案 内

図書館を利用しよう
ロンくん ロンちゃん

●  授業期間外（試験期間、夏期・冬期・春期休業期間）
は開館時間が変更になります。

●  開館時間の変更及び臨時休館等は、図書館ホームペ
ージ（http://rwave.lib.ryukoku.ac.jp/hp/）、掲示板でお
知らせします。

入館方法

退館方法

館外貸出

返却に関する
罰則

返却

弁償

休館日

開館時間の
変更等

貸出冊数・期間
（対象者一部抜粋）

入館ゲートに学生証を通し、ゲートが開くのを待って
入館してください。

館外貸出がある場合、貸出手続を済ませていることを
確認の上、退館ゲートから出てください。手続を済ま
せずに退館するとブザーが鳴ります。また、退館ゲー
トは磁気機器等に反応することがあります。ブザーが
鳴った場合は、確認しますので、ご協力ください。

貸出を希望する図書と学生証を持って、各図書館のカ
ウンターで手続をしてください。なお、図書館の資料
には館外貸出できない資料があります。

返却期限を過ぎて返却された場合は、返却日から遅れた
日数分だけ貸出停止（最長 30日）とします。

貸出し中の図書を持って、各図書館カウンターへお越
し下さい。

図書を紛失、破損した場合は、速やかにカウンターに
連絡してください。『図書等利用規程』第 21条に基づ
いて弁償となります。

●日曜日（各館にて異なりますので、図書館ホームページ、  
　開館日程表で確認してください。）
●祝日・創立記念日（5月 21日）
●夏期休業、冬期休業日の一定期間
●その他大学の定める日

深草図書館

平  日（月～金）
土曜日
日曜日

  9:00 ～ 21:45
  9:00～ 17:00
10:00～ 17:00

大宮図書館

平  日（月～金）
土曜日
日曜日

9:00～ 21:45
9:00～ 17:00

休　館　

9:00～ 21:00
9:00～ 17:00

休　館　

瀬田図書館

平  日（月～金）
土曜日
日曜日

学部生
短期大学部生
科目等履修生 }
大学院生
（研究生・特別専攻生を含む）

30 冊以内
1カ月以内}

6 冊 以 内
2週間以内


